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はじめに 

Ꮚどもの発達はಶ人ᕪがある。しかしスࢻ࣮ࣆこそ違えども、つ๎的な㡰ᗎᛶがあり㐃続的な発達

段階をたどる。その発達について考えていく㝿に特に重要となるのは「ㄆ知」の発達である。 

ㄆ知とは、「自分の஦や自分を取りᕳく⎔ቃについて、知㆑やグ᠈と↷らし合わせて⌮ゎしていく

㐣⛬」1)のことである。例えば、ịに触れると͆つるつる͇していることや͆෭たい͇と感じる触覚、

ものや色、✵間を見る視覚など、Ꮚどもがእ⏺をึめて知る᭱ึの段階から、五感で周りの情報をཷ

け取り情報としてฎ⌮する。そのとき、視覚࣭⫈覚࣭触覚࣭Ⴅ覚࣭味覚のྛ感覚は独❧して機能する

わけではなく、それࡒれがᐦ᥋的で」㞧に関ಀしㄆ知していく。つまり୍つの感覚だけを刺激するよ

りも関ಀᛶをព㆑し、ᵝࠎな」数の感覚を刺激として୚えていくことが重要である。さらに、ஙᗂ児

ᮇの発達について、そのᏊには何が必要でどういったാきかけをしていけばⰋいか考える㝿に、大⾗

を⤫ィしてഴྥを見るのではなくಶ人の能ຊを判断することができれば、そのᏊそのᏊに合った、よ

り的確な感覚刺激を୚えることができ、よりよい発達ㄢ⛬を㎺ることができる。その判断ᮦᩱに͆ 色͇

と͆視覚͇と͆触覚͇が重要な役割を果たす。 

 
第 1 ❶  

1㸬ඛ⾜研究 

᫖௒、色知覚についてのたくさんの研究がグ㏙されている(例 Teller and Bornstein 、1987: 

Brown.1990: Teller、1997 ➼)が、ஙᗂ児ᮇのᏊどもの視覚と触覚を利用した色イメ࣮ࢪの分ᯒにつ

いてのグ㏙は見ᙜたらなかった。 

では、発達に関するᚰ⌮Ꮫ的⌮ㄽの出発Ⅼ、Piaget(1953)は、「視覚をྵࡴᵝࠎな感覚からの情報が、

自発的経験とᏛ⩦を通して、次第にㄪ࿴するようになる」2)と௬定し、「知覚ㄆ知的発達は͆同໬͇と

͆ㄪ節͇という 2 つのෆ的ㄢ⛬を通して㉳こる」2)という௬ㄝを❧てた。「͆ 同໬͇においては新しい
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感覚஦象が᪤Ꮡのス࣐࣮࢟に⤌み㎸まれ、୍方͆ㄪ節͇においては新しい経験を᪤Ꮡのス࣐࣮࢟に⤌

み㎸めない場合に全く新しいス࣐࣮࢟がᙧᡂされる」㸰)としているが、反対の❧場をとったのは

Gibson(1950)である。Gibson は、「新生児はものの実㝿のᙧと大きさをᐜ᫆に知覚することができ、異

なる感覚からの情報を生ᚓ的に関㐃࡙けることができる。そしてங児は入ຊされる感覚情報をᡂ人の

ようなやり方でᐜ᫆にしかも自動的に体ไ໬することができるために、知覚的に」㞧な✵間関ಀを⌮

ゎすることができる」㸱)としている。 

視覚発達において、㑇ఏ的にあらかじめ⤌み㎸まれているものは何であり、そして経験を通じてᙧ

ᡂされるものは何かというẶか⫱ちかのような㆟ㄽは、᫖௒⧞り㏉しなされているようである。 

J.ࣥࢯࣥ࢟ࢺ࢔は「ᚰ⌮Ꮫ⪅やᑠ児⛉་によるおもしࢁいᙉᅛな見ゎとして、4 ṓᮍ‶のᏊどもで

は、ཎ色でさえ、色ࢢ࣑࣮ࣥࢿが୍㈏しないということがある。にもかかわらず、色のྡ๓は、2 ṓ

⛬度がᏛ⩦し始める 200 ㄒのㄒᙡに入っていることが多い。色のྡ๓は、注ពのྥきやすさの࣮࣐࢝

࣮として使われることが多いようで、Ꮚどもがすべての「興味῝い」≀体をたいてい「赤」あるいは

「黄」というような特定の色のྡ๓でࣛ࣋ル௜けする時ᮇがあることがぶによって報࿌されている。

なࡐᗂいᏊどもがそのような特ᚩを♧すかは分かっていない。」㸲)とグ㏙している。 

௨ୖの研究では、ஙᗂ児に色特有の色ᙬᚰ⌮( かい色࣭ ෭たい色➼)の有↓は明確にされていない。

それは、色を⾲現するㄒᙡの数が少ないことやࣛ࣋ル௜けᮇ➼が出現し、ṇ確なព味合いをくみ取り、

ゝⴥとして発することがᅔ㞴だからである。しかしゝⴥには出せずとも、㑇ఏᏊにあらかじめ色ᙬᚰ

⌮が⤌み㎸まれているものなのか、それとも経験を通じてᙧᡂされるものなのかを明確にできれば、

Ꮚどものイメ࣮ࢪຊや発᝿ຊ、㐃᝿ຊや⾲現ㄒᙡຊがࣥࣛࣂスⰋく発達する手ຓけが出᮶る。 

 
2㸬目的 

ୖグで㏙べたようにᏊどものᡂ長スࢻ࣮ࣆや⎔ቃはそれࡒれ違うものの、Ꮚどもが自らのຊで発達

していくᵝは周囲の大人をᅽಽする。そういったᏊどものᡂ長࣭発達において必要な五感(視覚࣭⫈

覚࣭触覚࣭Ⴅ覚࣭味覚)の発達㐣⛬で、必要୙ྍḞな「視覚」と「触覚」が、生まれてからどのよう

に刺激をཷけ、どのように発達をಁし┦஫స用してしくのかを特໬してほていくとともに、色がもた

らす生きるຊについて考ᐹする。 

 
3㸬方ἲ  

a.色ᙬᚰ⌮は生まれ持ったものではなく、経験によってᇵわれていくと௬定する。 

例えば、ᬮかい色࣭෭たい色を考えるとき、多くの大人は大᢬ᬮかい色を「赤」や「黄」、෭たい

色を「青」や「ⓑ」とイメ࣮ࢪする。それは生まれてから௒まで、自分の見たもの࣭触ったもの、経

験࣭体験したことを通して色のイメ࣮ࢪを自分なりにゎ㔘していると௬定する。 

b.࣮ࣛ࢝イメ࣮ࢪについて㉁ၥする。 

526　豊岡短期大学論集　第14号（2017）



 
 
㇏ᒸ▷ᮇ大Ꮫㄽ㞟 第 14 ྕ (2017) 
 

 ― 3 ―

「ᬮかい色࣭෭たい色」「かたい色࣭やわらかい色」「ዲきな色࣭᎘いな色」「重い色࣭㍍い色」な

ど触覚にも関わりのある㡯目の㉁ၥをし、グ㘓する。 

 c.࣮ࣛ࢝イメ࣮ࣉࢵ࣐ࢪをసᡂする。 

  
第 2 ❶   

1 節  視覚と触覚の始まり 

Ꮚどもがึめて色をㄆ㆑するのは、目があまり見えていないとゝわれる新生児ᮇである。色をㄆ㆑

するといっても生後すぐはⓑや㯮、࣮ࣞࢢといった↓ᙬ色の明暗のㄆ㆑のみである。 

目の発達にకい、それまで↔Ⅼのあっていなかった目が、୍Ⅼを見つめる「ᅛ視」、ゆっくりと動く

ものを目で㏣っていく「㏣視」といった目の動きは、はっきりした色࣭はっきりしたᙧをㄆ㆑するこ

とで⾜われる。赤ちゃんは目の๓でゆっくりとᕥྑに動く色㩭やかなおもちゃ(特に赤や黄の色をㄆ

㆑しやすい)を目で㏣いかけ、手でᤕまえようとする。色をㄆ㆑し触れる、このような୍見何Ẽない

やり取りが、赤ちゃんの脳や⚄経を刺激し、視覚や触覚の発達をಁしていく。そしてこれが、視覚と

触覚の共同సᴗの始まりである。 

 
2 節 色は脳で見る 

ここで目の௙⤌みについて㏙べておく。目は⥙⭷にᫎったീが大脳にఏわることで見ることができ

る。⥙⭷ୖに並んだ細胞には錐体とᱰ体があり、錐体細胞のみにある視≀㉁が長Ἴの異なる青࣭緑࣭

赤のගを྾཰することにより色が感じられる。しかし、錐体細胞は⥙⭷の୰ᚰ部にしかᏑᅾしないた

め、⥙⭷のみで色を感じるのであれば、視㔝の୰ᚰ部௨እはⓑ㯮に見えなければならないはずである。

とこࢁが、実㝿は見えているୡ⏺すべてに色はついている。つまり、色は⥙⭷の細胞を通じ脳で見て

いるのである。 

⥙⭷にある、▷Ἴ長錐体�S 錐体࣭୺に青をㄆ㆑する�、୰Ἴ長錐体�M 錐体࣭୺に緑をㄆ㆑する�、

長Ἴ長錐体�L 錐体࣭୺に赤をㄆ㆑

する�の � 種類の細胞がうまく⤌

み合わさることで、「明るさ」࣭「赤

と緑の区別」࣭「青と黄の区別」の

ฎ⌮が脳で⾜われる。赤と緑の区

別࣭青と黄の区別をする経㊰は⥙

⭷と脳の共同సᴗで実現される。 

つまり、赤と緑の区別は L 錐体

と M 錐体の活動の比によって、そ

の違いの情報が脳に㏦られること
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で区別がつく。青と黄の違いは L 錐体と M 錐体の活動を足し算したものと、S 錐体単独の活動の、2

つの活動量の比較が区別をつけるのである。S錐体の活動量のみで青を知覚するわけではない。つま

り、青色はほかの色とは違う特別な色ともいえる。そもそも錐体の発達速度が細胞の種類によって違

い、何より青を見る錐体細胞が、その数自体少なく発達が遅い。また、緑と黄の違いの区別には S錐

体は必要ない。これらの細胞が発達し、あらゆる色を見られるようになるのは生後 4 ヶ月といわれる。 

 

 3 節 触覚 

新生児の触覚は、感じた触覚に対して反応することができないだけで、ほぼ大人と同じような機能

を持っており、なおかつ触覚刺激が赤ちゃんの脳の発達にとりわけ重要な役割を果たすと考えられて

いて「赤ちゃんの脳はモノと触れたときに脳の活動が活発になる」5)ことは明らかになっている。 

また、近年の研究では赤ちゃんは、異なる感覚間で情報を共有し合うシステムを生まれつき持って

いることも判明している。つまり、触覚を使って経験したことが別の感覚でも利用できる共有情報が

生み出されるのである。例えば「メルツォフらは、新生児を暗い部屋に入れ、2 種類のおしゃぶり(図

2)のどちらかを十分に口でくわえさせ、その後、明るい部屋でその両方を並べて見せています。そし

て、その 2 つのおしゃぶりに対する注視時間を測定しました。すると新生児はくわえたおしゃぶりの

方を長く見つめました。この注視時間の違いは、新生児が、口での触覚情報を、目での視覚的な判断

にも利用できる共通した情報に変換したために生じたと考えられます。こうした現象を情報の転移と

いいます。」6)といった実験結果がある。 

このように、感覚(五感)が情報共有しながら発達し、同時に身体の発達が進んでいくと、自ら体を

動かし周囲のものを確かめようとす

る関わりが広がっていく。ハイハイや

よちよち歩けるようになると偶然的

に何かと出会い、とりあえず手に取り

確かめる活動が始まる。そして次第に

興味が湧き、やがて自分の目的を持つ

ようになり、関わりが継続する。この

段階ではどの活動も、目で見る活動よ

りも手や皮膚による触覚的活動が多

く見られる。きっかけは視覚の活動で、

多くの場合その後すぐに手に取り確

かめたり口に運んだり、全身で触れる

活動につながっていく。 
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 第 3 ❶  

  1 節 ࣮ࣛ࢝イメ࣮ࣉࢵ࣐ࢪとは  

のഴྥを分ᯒするࢪとは、色を使ってసᡂ⪅の色のႴዲや色に対するイメ࣮ࣉࢵ࣐ࢪイメ࣮࣮ࣛ࢝ 

⾲のことである。 

  ௒ᅇの考ᐹでは、㈈ᅋἲ人᪥ᮏ色ᙬ研究ᡤによって㛤発された͆ ᪥ᮏ色研㓄色体⣔ 、͇PCCS�Practical 

Color Coordinate System の␎�の色を使用する。その୰から、Ꮚどもははっきりとした色をዲࡴⅭ、

PCCS の 24 色┦のうちᚰ⌮ᅄཎ色の近ఝ色である 2㸸R㸦赤㸧、8㸸Y㸦黄色㸧、12㸸G㸦緑㸧、18㸸B

㸦青㸧を使用する。また、࣮ࣥࢺは஫いによりイメ࣮ࢪが㞳れた࣮ࣥࢺࢻࢵࣅࣅ�㩭やかな�࣭࣮࣌ル

暗い�を使用し、ィ�࣮ࣥࢺࢡ࣮ࢲ࣭�いⷧ�࣮ࣥࢺ 12 色と↓ᙬ色の W、Gy-5.5、Bk、3 色を合わせた

15 色を㑅別する。また、使用する色は比較対象にࣞࢬが出ないよう、色┦から㑅別した色すべてを

使用すること。 

 次に、㑅別した色ࡦとつࡦとつを自分のイメ࣮ࢪにἢってษり㈞りする。ษるᙧはṇ方ᙧ、大きさ

は、大ᑠによって色の見え方が変໬することを㚷み、すべて同୍の大きさとすること。 

 また、సᡂする࣮ࣛ࢝イメ࣮ࣉࢵ࣐ࢪの種類は大きく 2 つに分ける。1 つは、視覚のみで判断ྍ能

なものの色の知㆑を測るものである。例えば、イࢦࢳは赤、ࢼࢼࣂは黄色、など見た目の色である㠃

色࣭⾲㠃色をどれだけ知㆑としてㄆ㆑しているか知るためのものである。また 1 つは、視覚と触覚の

஧感覚を使って経験してᚓた色のイメ࣮࣭ࢪᚰ⌮について測るものである。例えば、ᬮかい色࣭෭た

い色、かたい色࣭やわらかい色などཎ体験がకわなければイメ࣮ࢪ⌮ゎできない色を、どれだけ自分

の୰に持っているかをほるものである。ཎ体験とは、感動がもたらすものであり、Ꮚどもの感動経験

がどれだけ数多くあるかが重要となってくる。┣目の࣮ࣛࢣ࣭ࣥࣞ࣊がὶれるỈに触れ⾪ᧁが体୰を

㉮㥑けᕠったような、そんなᚰが動いた経験をする機会はᏊどもの周囲にありࡩれているものの、大

人がそれを見ⴠとしている。そこにẼ௜くきっかけをసるものが、௒ᅇの࣮ࣛ࢝イメ࣮ࣉࢵ࣐ࢪであ

り、2 種類の࣮ࣛ࢝イメ࣮ࣉࢵ࣐ࢪを比較しながらᏊどもの知㆑のࣥࣛࣂスとཎ体験のࣥࣛࣂスをほ

ることによって、そのᏊどもに足りないཎ体験が何かを分ᯒするものである。 

 

  2 節 ࣮ࣛ࢝イメ࣮ࣉࢵ࣐ࢪసᡂ 

 ௒ᅇの࣮ࣛ࢝イメ࣮ࣉࢵ࣐ࢪసᡂには 5࣭6 ṓのᗂ児に㝈定し 20 人に対して⾜う。また、࣮ࣛ࢝イ

メ࣮ࣉࢵ࣐ࢪをさらに⡆᫆的にసᡂするために、⾲࡬のษり㈞りは大人が௦⾜し、ᗂ児に対しては㉁

ၥᙧᘧで⾜う。 

1㸬1 節で㑅別した PCCS の 15 色�࣮࣭࣮࣌ࣥࢺࢻࢵࣅࣅル࣮ࣥࢺࢡ࣮ࢲ࣭࣮ࣥࢺのྛ 2㸸R、8㸸Y、

12㸸G、18㸸B と↓ᙬ色 W、Gy-5.5、Bk�を 1 ㎶が 2 した色見ᮏを手ඖに用ࢺࢵ࢝のṇ方ᙧにࢳࣥࢭ

ពする。 

 2㸬まず「視覚で見る色」をどれだけ⌮ゎしているのかをㄪᰝする。15 色の色見ᮏを୍ᯛずつᏊど
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もに見せ、何の色かと㉁ၥする。すべてྡモで⟅えるようಁす。㉁ၥ⪅はそれを用⣬にグ㘓していく。 

 3㸬次に「視覚と⫈覚で見る色」につてのㄪᰝをする。15 色の色見ᮏをすべてᏊどもに見せ、「ዲ

きな色と᎘いな色」をᇶᮏに、「㍍く感じる色と重く感じる色�௨ୗ㸸㍍い色࣭重い色�」「ᬮかく感

じる色と෭たく感じる色�௨ୗ㸸ᬮかい色࣭෭たい色�」「かたく感じる色とやわらかく感じる色�௨

ୗ㸸かたい色࣭やわらかい色�」それࡒれを㑅ばせる。ここで注ពすることは、例えば「㍍い色࣭重

い色」の場合、いきなり㍍いものから重いもの࡬の㡰␒௜をさせないことである。まずは大まかに「㍍

いとᛮう色はどれか」「重いとᛮうものはどれか」といったように大まかに᣺り分け、そこから「1

␒㍍いとᛮう色」「1 ␒重いとᛮう色」と㡰␒をつけていく。始めから㡰␒௜けをしてしまうと、ᾘ

ཤἲになってしまい、Ꮚどもたちが色にどこまでイメ࣮ࢪをもっているかの分ᯒがより᭕᫕になって

しまう。また、Ꮚどもが色のイメ࣮ࢪが湧かず㏞ってしまった場合に、㉁ၥ⪅はある⛬度の手ຓけを

する。それがỴして大人の色イメ࣮ࢪのすり㎸みになってしまわないように注ពしなければならない。  

 4㸬次に㉁ၥ⪅はᏊどもが㑅んだ色見ᮏをࣉࢵ࣐࣮ࣛ࢝に㈞っていく。この時、どうしてその色を

㑅んだのかをᑜࡡていく。それが分ᯒするにあたって重要となる。ここでは 3 種類のࣉࢵ࣐ができる。 

 

 3 節 考ᐹ 

 出ᥞったࣉࢵ࣐࣮ࣛ࢝を見比べて考ᐹする。 

「視覚でみる色のイメ࣮ࢪ」�図 3�について௨ୗ

のようなㄪᰝ結果が出た。�対象 20 人の⤫ィ� 

㸸௨ୗ࣮ࣥࢺࢻࢵࣅࣅࠑ v2ࠒ㸸R�赤�は࣭ࣜࣥࢦ

おⰼ࣭⾑➼、8㸸Y�黄�はࢻࣥ࣎のᐜჾ࣭ച࣭ࢼࢼࣂ

➼、12㸸G�緑�はⲡ࣭18、➼࣐࣮ࣥࣆ࣭ࣜ࢘ࣗ࢟㸸

B�青�は㠐、࣐࣮ࢺス࣭ࣛࢻえもん➼。࣮࣌ࠑルࢺ

࣮ࣥ㸸௨ୗ p2 ࠒ㸸R�ⷧい赤�はおⰼ࣭⫙➼、8㸸Y�ⷧ

い黄�は月࣭おⰼ➼、12㸸G�ⷧい緑�はⲡ࣭ࣞࢱス࣭

➼、18㸸B�ⷧい青�はỈ࣭✵➼。࣮ࣥࢺࢡ࣮ࢲࠑ㸸

௨ୗ dk2 ࠒ㸸R�暗い赤�は࣭࢘ࢻࣈᅵ➼、8㸸Y�暗

い黄�はᅵ࣭12、➼ࣕࢳ࣎࢝㸸G�暗い緑�はᒣ࣭ᮌ࣭

➼、18㸸B�暗い青�はച࣭㠐࣭ࠑ➼࢘ࢻࣈ↓ᙬ色ࠒ

W�ⓑ�は㞼࣭⥥ⳫᏊ࣭㞷➼、Gy-5.5�⅊色�は㌴࣭ࡡ

ずみ࣭ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ➼、Bk�㯮�はࢱイ࣭ࣖኪ࣭㖄➹

➼。 

 ௨ୖから分かるように、5࣭6 ṓのᏊどもには視覚からᚓた情報を、色から㐃᝿することはᐜ᫆で

ある。もちࢁん、生まれて 5࣭6 年で見たことがあるものには㝈⏺があり、見たことがあってもその
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もののྡ๓を知らないྍ能ᛶも㧗い。特に、࣮ࣥࢺࢡ࣮ࢲは色┦の違いも見分けにくいୖ、Ꮚどもは

興味をចかれないのか、ᅇ⟅がでるまでに時間がかかり㉁ၥ⪅からのࢺࣥࣄなしにはᅇ⟅がᚓにくか

った。 

 次に、「視覚と触覚で見る色」につてのㄪᰝ結果

は図 4㹼6 に⾲してある、ᗂ児 A くんの࣮ࣛ࢝イメ

 。をཧ考にほていくࣉࢵ࣐ࢪ࣮

 まず、図 4 は「ዲきな色࣭᎘いな色」と「ᬮかい

色࣭෭たい色」の⤌み合わせである。㉁ၥ⪅が㑅別

した、15 色の୰で A くんの୍␒ዲきな色は v-18㸸

B�青�、次に v-2㸸R�赤�、v-8㸸Y�黄�であった。㏫

に᎘いな色は୍␒に p-8㸸Y�ⷧい黄�、次に p-2㸸R

㸦ⷧい赤�、p-18㸸B�ⷧい青�である。やはり、㩭や

かな色をዲࡴഴྥは௚のᏊどもにも見られた。また、

ᙼのഴྥとしてはⷧくῐい色合いより、暗い色をዲ

んでいる。これは、⏨ዪの違いによっても分かれる

とこࢁである。 

 次に「ᬮかい色࣭෭たい色」のイメ࣮ࢪをほる。

A くんの場合、୍␒ᬮかい色を Bk�㯮�、次に v-2㸸

R�赤�、次に v-18㸸B�青�としている。ここでẼにな

るのが、ᬮ色⣔の赤とᐮ色⣔の青の両方に かいイ

メ࣮ࢪを持っていることである。そこで A くんにな

、ると「赤はⅆの色ࡡそのようにᛮったのかをᑜࡐ

青もⅆの色だから」という⌮⏤があった。Ꮚどもが

ⅆを見る機会として、多くᣲࡆられるのはྎᡤの࢞

スࣟࣥࢥであり、࢞スࣟࣥࢥの⅖は青である。さら

にᙼは、ྎᡤの࢞スࣟࣥࢥでやけどを㈇ったことが

あるとẕぶからఏえられた。視覚と触覚を使って、

身をもって経験しているからこその結果である。さ

らに෭たい色に関して A くんは、୍ ␒に p-18㸸B を、

次に v-8㸸Y を、次に dk-18㸸B を㑅んでいる。࣮ࢺ

ࣥは違うがᐮ色⣔の青をỈのイメ࣮ࢪで㑅んだ。ま

た、෭たく感じるイメ࣮ࢪの୰にᬮ色⣔の㩭やかな

黄色がྵまれていたが、その⌮⏤には࣮ࣗࢪスの色
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のイメ࣮ࢪがあった。 

 ௨ୖのように、ᐮ色だから෭たく感じなけれ

ばならない、ᬮ色だからᬮかく感じなければな

らないといったような、大人のᴫᛕはỴして必

要なく、Ꮚども࡬の色イメ࣮ࢪのすり㎸みを⾜

うものであってはならない。 

  図 5 は「ዲきな色࣭᎘いな色」と「㍍い色࣭

重い色」の⤌み合わせである。㍍い色、重い色

は୍⯡的よく知られているものにⓑと㯮があ

る。ⓑ色の段࣮࣎ルと㯮色の段࣮࣎ルに同じ重

さのものを入れた場合、㯮色の段࣮࣎ルの方重

く感じるというものである。では A くんが㑅ん

だ色をほてみると、㍍い色は୍␒に v-2㸸R、次

に v-8㸸Y、次に p-8㸸Y としている。重い色に

は、୍ ␒に Bk、次に v-18㸸B、v-12㸸G、dk-18㸸

B、dk-12㸸G を㑅ᢥしている。全体的にほると

Bk や dk ⣔がྥかってྑ༙分の「重い」方に多く分ᕸしていて、㏫に W や p ⣔がᕥ༙分の「㍍い」

方に多く分ᕸしている。また、図 6 は「ዲきな色࣭᎘いな色」と「やわらかい色࣭かたい色」色の⤌

み合わせだが、これは「㍍い色࣭重い色」の分ᕸと多少の๓後はあるものの全体的に㠀ᖖに類ఝして

いる。重い色に Bk、v-18㸸B、v-12㸸G、dk-18㸸B、dk-12㸸G を、ᅛい色に v-18㸸B、v-12㸸G、Bk、

dk-12㸸G、v-2㸸R、dk-18㸸B を㑅んでいる。この類ఝは偶然ではないようにᛮう。௚のᏊどもたち

何人かにも同じような現象が現れたが、重い色とかたい色に関しては、イメ࣮ࢪとしてきちんと確❧

したものは少なく、₍然と㑅んだ色が多かった。しかしながら、㑅ᢥした色に類ఝが出るのは、何か

しらのイメ࣮ࢪがあり、それをゝⴥで⾲現することがᅔ㞴であることや、色感覚に₯ᅾ的なものがあ

るྍ能ᛶもྰ定できない。 

 

第 4 ❶ 結ㄽཬࡧㄢ㢟 

 ௒᪥まで、ᗂ児ᩍ⫱の୰での色の❧ち఩⨨として、その重要ᛶは㧗く、ᩍ⫱⪅もᇶ♏Ꮫ⩦をᏛんで

いる。色を使った௦⾲的なものには࢝ࢹル࣮ࢽ࣐ࢥやスࣉࣥࢱ㐟ࡧなどの色㐟ࡧを୰ᚰとした㐀ᙧᩍ

⫱がある。もちࢁんそれは大஦なᩍ⫱の୍部であるが、Ꮚどもの発達に関した色のල体的な活用方ἲ

は明確にされていない。௒ᅇの考ᐹでは、触覚的色イメ࣮ࢪは経験からᚓるものと௬定して、ཎ体験

からイメ࣮ࢪされる色をどれだけ持ち合わせているかを明確にする方ἲをᥦ᱌した。しかしながら、

₯ᅾ的な要⣲が全くないとྰ定はできなかった。௒後のㄢ㢟としては、࣮ࣛ࢝イメ࣮ࢱ࣮ࢹࣉࢵ࣐ࢪ
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をより多く取ること、年㱋別やఫࡴ⎔ቃでの違い、ᛶᕪ➼ᵝࠎな᮲௳での比較ができれば、より細か

い分ᯒがྍ能となり、新たな結ㄽがᑟきだされるかもしれない。 
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